
小樽商科大学 卒業論文 （昭和61年度）

年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和61 7334 多項式ラグ
昭和61 7335 ﾚｰﾏﾝの「点推定の理論」による研究
昭和61 7336 経済時系列における統計的分析
昭和61 7337 ﾍﾞｲｼﾞｱﾝｱﾌﾟﾛｰﾁによる統計的決定問題
昭和61 7338 貿易収支の計量ﾓﾃﾞﾙ
昭和61 7339 経済指数の理論・実際ならびに新しい消費者理論の応用
昭和61 7340 標本理論
昭和61 7341 Box-Jenkinsによる時系列分析の研究
昭和61 7342 社会主義の科学性　-空想から科学へ社会主義は移行したのか-
昭和61 7343 ﾏﾙｻｽの人口論
昭和61 7344 「諸国民の富」における資本蓄積の理論
昭和61 7345 ｱﾀﾞﾑ･ｽﾐｽの経済成長における労働

昭和61 7346
The Quantity Theory of Money by David Hume;Its Criticism of
Mercantilism and its Development

昭和61 7347 重商主義と「国富論」
昭和61 7348 ﾜﾙﾗｽ一般均衡理論の展開と限界
昭和61 7349 ﾎﾟｽﾄ大衆消費社会の実態とその市場戦略
昭和61 7350 日米間の企業経営の相違と今後のあり方
昭和61 7351 ｱﾒﾘｶ優良企業の経営と企業の生き残り条件
昭和61 7352 世界経済における発展途上国の対外債務累積問題
昭和61 7353 多国籍企業と国家との対立　-その問題点の検討-
昭和61 7354 決定理論
昭和61 7355 現代の雇用政策と労働市場問題
昭和61 7356 戦後二十年間の日本の高度成長のあゆみ
昭和61 7357 日本経済の動向と国際化
昭和61 7358 家計消費変化の実態と将来
昭和61 7359 日本自動車産業の行方
昭和61 7360 西蔵自治区牧畜業経済発展
昭和61 7361 国際経済摩擦と日本農業
昭和61 7362 北海道の過去・現在・未来

昭和61 7363
日本の急速な人口高齢化による年金制度の改正とその問題点についての
考察

昭和61 7364 円高下における日本経済の影響及びその展望
昭和61 7365 植民地下におけるｲﾝﾄﾞ民族資本の生成と発展－木綿工業を中心として－
昭和61 7366 ｲｷﾞﾘｽ産業革命と服飾の変遷
昭和61 7367 ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ銀行の設立と近代的信用制度
昭和61 7368 南北問題とｱｼﾞｱ経済－岐路に立つｱｼﾞｱ経済－
昭和61 7369 19世紀ｱﾒﾘｶの資本主義的発展
昭和61 7370 ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社の歴史
昭和61 7371 戦後西ﾄﾞｲﾂ経済の復興
昭和61 7372 国際金本位制度の変遷
昭和61 7373 ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ・ﾘｽﾄとﾄﾞｲﾂ関税同盟
昭和61 7374 F=D=ﾙｰｽﾞﾍﾞﾙﾄとﾆｭｰﾃﾞｨｰﾙ政策
昭和61 7375 世界資本主義の構造と周辺部－S.ｱﾐﾝ　世界資本蓄積論を中心として－
昭和61 7376 中東石油事情の変遷
昭和61 7377 ｱﾒﾘｶ・ﾄﾞﾙの歴史　-1900年-1960年-
昭和61 7378 中江兆民の思想と明治憲法
昭和61 7379 琉球貿易と薩摩
昭和61 7380 三井家の金融業－近代的銀行の成立にいてるまで－
昭和61 7381 文明開化と民衆
昭和61 7382 幕末を駆け抜けた男－挑戦者坂本龍馬の思想と政策－
昭和61 7383 文化異質性から見た日米貿易摩擦
昭和61 7384 昭和恐慌－恐慌下の国民生活－
昭和61 7385 長州藩の尊皇攘夷運動
昭和61 7386 大きく変貌した戦後の日本農業
昭和61 7387 幌内炭鉱とその発展に貢献した鉄道について
昭和61 7388 箱館開港
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年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和61 7389 高齢化社会への展望と対策
昭和61 7390 わが国におけるＭＥ技術革新と雇用問題
昭和61 7391 女子就業構造の変化
昭和61 7392 ｱｼﾞｱNLCSの経済発展と日本
昭和61 7393 高齢化社会に就ての若干の考察
昭和61 7394 年金制度の将来展望
昭和61 7395 日米経済摩擦とその解決策
昭和61 7396 累積債務問題
昭和61 7397 余暇の針路
昭和61 7398 中国市場の光と影　-世界は未来を託せるか-
昭和61 7399 戦後日本の資源政策と産業構造
昭和61 7400 財政政策における主流派ﾏｸﾛ理論と市場清算理論
昭和61 7401 ﾏｸﾛ経済政策の現代的評価-主流派ﾏｸﾛ理論と市場精算分析の争点-
昭和61 7402 ECの発展と欧州統合の経済的効果
昭和61 7403 海外直接投資の事例研究－自動車産業の場合－
昭和61 7404 北海道経済の現状と展望
昭和61 7405 日本における製造業の海外直接投資と多国籍化について
昭和61 7406 戦後日本の貿易４０年のあゆみ
昭和61 7407 日米貿易ﾊﾟﾀｰﾝの経済分析
昭和61 7408 変動相場制度と国際収支自動調整ﾒｶﾆｽﾞﾑ
昭和61 7409 円の国際化
昭和61 7410 ﾗﾃﾝｱﾒﾘｶ累積債務問題
昭和61 7411 多角的貿易交渉　-東京ﾗｳﾝﾄﾞ-
昭和61 7412 日米半導体貿易に関する一考察
昭和61 7413 農産物の保護貿易
昭和61 7414 日本における製品輸入の障害について
昭和61 7415 ﾌﾟﾛｽﾎﾟｰﾂの経済分析
昭和61 7416 日米貿易摩擦の事例研究　-自動車の場合-
昭和61 7417 日韓貿易ﾊﾟﾀｰﾝの経済分析
昭和61 7418 日本農業の自立化－過保護農政からの脱却－
昭和61 7419 海外投資と国際競争力について－日米比較にみる産業空洞化－
昭和61 7420 日本の対外不均衡と加工貿易　-経常収支不均衡の是正策を探る
昭和61 7421 南北問題序説
昭和61 7422 OPEC誕生の本質
昭和61 7423 戦後における日本の産業政策
昭和61 7424 ﾏﾈｰ･ｻﾌﾟﾗｲの決定ﾒｶﾆｽﾞﾑにおける「貨幣乗数ｱﾌﾟﾛｰﾁ」
昭和61 7425 M.ﾌﾘｰﾄﾞﾏﾝの貨幣理論－貨幣は重要である－
昭和61 7426 わが国における貨幣需要関数の計測と構造変化の検出
昭和61 7427 世界恐慌の到来および貿易摩擦について
昭和61 7428 〈ないもの〉を希求する力
昭和61 7429 消費関数論争と日本の高貯蓄率
昭和61 7430 金融自由化における金融機関の行動の動向と金融政策の変化
昭和61 7431 米銀の多国籍化とその背景
昭和61 7432 ﾒｼﾞｬｰとOPEC：石油支配の変遷
昭和61 7433 日・米自動車摩擦 -その原因と展望-
昭和61 7434 日本の海外直接投資と東南ｱｼﾞｱ
昭和61 7435 経済援助と途上国の経済発展
昭和61 7436 外国為替市場と介入
昭和61 7437 わが国ﾘｰｽ産業の現状と将来展望
昭和61 7438 流通経営革命論
昭和61 7439 国民経済における日本漁業の位置と日本漁業再編成の方向
昭和61 7440 金融革命の動向－ｱﾒﾘｶと日本－
昭和61 7441 日本損害保険業界における特殊性とその問題点
昭和61 7442 再販売価格維持制度について
昭和61 7443 戦後教育における学習塾の社会的意義
昭和61 7444 日本の金融革命　-戦後金融体制の終焉-
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年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和61 7445 小樽運河誕生の経緯
昭和61 7446 小樽運河問題における行政行動の一考察
昭和61 7447 道道小樽臨港線の功罪
昭和61 7448 衰退都市小樽と運河問題－産業構造的分析－
昭和61 7449 小樽運河戦争－保存運動の歴史－
昭和61 7450 小樽運河問題と街づくり
昭和61 7451 小樽産業経済史－商港小樽の発展と運河－
昭和61 7452 小樽運河周辺を中心とした観光開発
昭和61 7453 小樽・活性化への方策
昭和61 7454 誘因の理論と能率・有効性
昭和61 7455 現代日本の広告代理店
昭和61 7456 企業発展の市場環境適応行動
昭和61 7457 米国市場における小型車戦争
昭和61 7458 情報社会と国民生活－情報通信ｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｭｱの整備を中心として－
昭和61 7459 日ｿ労働管理比較
昭和61 7460 相互会社の性格と所有構造
昭和61 7461 現代企業の経営戦略の在り方
昭和61 7462 多国籍企業の海外直接投資と国内産業　-産業の空洞化と関連して-
昭和61 7463 企業の行動理論　-企業成長ﾓﾃﾞﾙの考察-
昭和61 7464 能力開発－CDPの日米比較－
昭和61 7465 CI戦略と組織ｺﾐｯﾄﾒﾝﾄの関係のﾒｶﾆｽﾞﾑ
昭和61 7466 日本の労働者とｽﾄﾚｽ
昭和61 7467 福利厚生の意義と有効性
昭和61 7468 自殺について考察
昭和61 7469 購買意思決定のﾒｶﾆｽﾞﾑ
昭和61 7470 労働に対する余暇の意義
昭和61 7471 QC活動の現状とその有効性
昭和61 7472 離職ﾒｶﾆｽﾞﾑの探究
昭和61 7473 日本的経営の特徴
昭和61 7474 社会変動の理論と計測－北海道の社会変動の実証分析－
昭和61 7475 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀを用いた経営分析
昭和61 7476 定性的な要因分析による企業評価－環境変化に対応する企業行動－
昭和61 7477 会計主体論－その歴史と３つの主体観念による考察－
昭和61 7478 会計方法論　-会計における価値判断問題への考察-
昭和61 7479 会計測定の言語的分析
昭和61 7480 会社再建における会計手続の検討
昭和61 7481 会計ﾃﾞｨｽｸﾛｰｼﾞｬｰの拡充
昭和61 7482 個人企業と井上電機の会計
昭和61 7483 ｲﾝﾌﾚｰｼｮﾝ会計－ｲﾝﾌﾚｰｼｮﾝ時における資本維持と会計諸手続－
昭和61 7484 会社合併会計－合併及び企業結合概念の会計処理における比較分析－
昭和61 7485 社会責任会計
昭和61 7486 会計情報ｼｽﾃﾑと財務報告
昭和61 7487 社会科学としての会計学　-人間社会の中での会計-
昭和61 7488 連結財務諸表における税効果会計に関する考察
昭和61 7489 公害と会計　-公害関係慣用測定への接点-

昭和61 7490
コンピューター会計　－情報需要の多様化における会計及びその監査につ
いて－

昭和61 7491 外貨表示財務諸表の換算と為替換算調整勘定の意味
昭和61 7492 保守主義の下での為替差益の認識
昭和61 7493 米国における会計原則の形成
昭和61 7494 ｲﾝﾌﾚｰｼｮﾝ会計の基本構造とその有用性
昭和61 7495 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ会計の実務
昭和61 7496 期間損益計算における基本諸原則の意義
昭和61 7497 企業会計制度の歴史的変遷とその基本思想
昭和61 7498 人的資源評価基準の検討
昭和61 7499 経営分析における主成分分析法－統計的ｱﾌﾟﾛｰﾁとその実践－
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年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和61 7500 不確実性の導入によるCVP分析の拡張
昭和61 7501 CVP分析の拡張
昭和61 7502 新しい企業予算論としての予算ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
昭和61 7503 主成分分析法による電気機器企業評価

昭和61 7504
主成分分析による企業評価－因子得点にみる電気機器産業と化学工場
の業種的特徴－

昭和61 7505 伝統的C-V-P分析の拡張と感受性分析
昭和61 7506 短期利益計画のためのCVP分析
昭和61 7507 主成分分析法による経営分析　-複数業種の経営比較-

昭和61 7508
人的資源会計情報とあいまいさ不寛容　-人的資源会計情報システムの構
築-

昭和61 7509 判別関数による経営分析　-因子得点による業種差の検定-
昭和61 7510 企業における多目標追求行動と企業予算論
昭和61 7511 経営意思決定における特殊原価調査
昭和61 7512 資本予算と資本ｺｽﾄ
昭和61 7513 事業部制における利益管理
昭和61 7514 直接原価計算-利益計画への利用-
昭和61 7515 設備投資の経済計算
昭和61 7516 責任会計と経営管理ｼｽﾃﾑ
昭和61 7517 直接原価計算　-その歴史から外部報告機能まで-
昭和61 7518 損益分岐分析における研究
昭和61 7519 戦略的な広告の展開
昭和61 7520 製品ﾗｲﾌｻｲｸﾙの戦略的利用法
昭和61 7521 食品業界におけるﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略について
昭和61 7522 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝにおける広告戦略
昭和61 7523 製品戦略
昭和61 7524 製品ﾗｲﾌｻｲｸﾙの各段階における競争戦略
昭和61 7525 戦略的ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
昭和61 7526 広告媒体とその表現・ｺﾋﾟｰ
昭和61 7527 行動諸科学のﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞへの貢献
昭和61 7528 価格
昭和61 7529 競争戦略
昭和61 7530 日本の自動車産業の戦略分析
昭和61 7531 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
昭和61 7532 市場細分化
昭和61 7533 新幹線公害における住民救済の限界と展望
昭和61 7534 行政権限の不行使と国の責任
昭和61 7535 野犬事故と国家賠償法
昭和61 7536 わが国行政法における公法と私法の区別

昭和61 7537
抗告訴訟における原告適格－行政事件訴訟法9条かっこ書「回復すべき法
律上の利益」

昭和61 7538 学校事故と損害賠償責任
昭和61 7539 国花賠償法2条1項における道路管理の瑕疵についての考察
昭和61 7540 運転免許停止期間経過後における停止処分の取消請求と訴えの利益
昭和61 7541 航空機騒音訴訟
昭和61 7542 憲法29条3項とﾜｸﾁﾝ禍訴訟
昭和61 7543 種痘禍訴法と救済制度
昭和61 7544 国家賠償法1条の違法性判断
昭和61 7545 法の下の平等と合理的な差別
昭和61 7546 古典的権力分立論の再検討－ﾛｯｸとﾓﾝﾃｽｷｭｰを手がかりとして
昭和61 7547 ﾏｽ･ﾒﾃﾞｨｱとﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ
昭和61 7548 比例代表制-その国民代表制からの考察-
昭和61 7549 憲法第14条　「法の下の平等」と男女平等
昭和61 7550 納税者の権利と財政統制
昭和61 7551 公務員の基本的人権
昭和61 7552 情報公開
昭和61 7553 憲法第9条と自衛隊

4/7



小樽商科大学 卒業論文 （昭和61年度）

年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和61 7554 教育権と教科書検定制度
昭和61 7555 外国人の人権　-指紋押捺問題-
昭和61 7556 認知請求権の放棄について
昭和61 7557 銀行預金への差押と銀行のなす相殺との関係について
昭和61 7558 薬害における企業責任と被害者救済の法律
昭和61 7559 抵当権に基づく物上代位　-特にその目的物に関する一考察-
昭和61 7560 損益相殺
昭和61 7561 消費者信用について
昭和61 7562 給付不当利得についての一考察
昭和61 7563 債務引受に関連する法的論点に対する一考察
昭和61 7564 老親扶養の法的問題
昭和61 7565 債権の二譲渡における対抗要件
昭和61 7566 法律行為の取消と第三者保護の法理
昭和61 7567 債権者代位権の現代的機能と要件
昭和61 7568 統一売買法について考える
昭和61 7569 国際取引における仲裁制度
昭和61 7570 国際私法における法律関係の性質決定について
昭和61 7571 有利発行と新株発行価額の公正性
昭和61 7572 譲渡制限に違反した株式譲渡の効力
昭和61 7573 開業準備行為
昭和61 7574 取締役の報酬
昭和61 7575 設立費用に関する諸問題の考察
昭和61 7576 株券の除権判決と善意取得者の地位
昭和61 7577 株式の名義書換における諸問題
昭和61 7578 自己株式取得禁止に対する考案

昭和61 7579
商法262条と直接代表取締役の氏名を使用した表現代表取締役の手形行
為

昭和61 7580 建設業の入札談合と独禁法

昭和61 7581
独占禁止法と行政指導のありかた　-石油カルテル刑事事件を手がかりと
して-

昭和61 7582 独占禁止法における公共の利益
昭和61 7583 少額紛争の司法的救済-あるべき少額裁判所を求めて-
昭和61 7584 民事調停制度の課題と展望
昭和61 7585 日本の上訴制度　-上訴制限をめぐって-
昭和61 7586 ｱﾒﾘｶにおける判決効論
昭和61 7587 法律扶助制度の現状と課題
昭和61 7588 訴権の濫用と信義則
昭和61 7589 補助参加制度の歴史
昭和61 7590 今日の裁判制度における犯罪者のあり方への一考察
昭和61 7591 原子力発電問題
昭和61 7592 男女雇用機会均等法の姿
昭和61 7593 報道と人権
昭和61 7594 消費者信用情報機関における消費者のﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ保護のあり方
昭和61 7595 公害における民事差止訴訟に関する研究
昭和61 7596 北海道の情報公開制度
昭和61 7597 薬品事故と医療事故の比較考察
昭和61 7598 損害賠償と保険

昭和61 7599
慰謝料における制裁的機能の検討　－不法行為論の行為抑止の観点から
－

昭和61 7600 約款の現状と適正化－三者種を中心に－
昭和61 7601 人工授精及び体外受精に関する考察－その現状と課題－
昭和61 7602 ﾖｰﾛｯﾊﾟ共同体裁判所における先行的訴訟制度の先例研究
昭和61 7603 ｶﾞｯﾄ農産物貿易ﾙｰﾙ

昭和61 7604
繊維貿易における保護主義の台頭とMFAの役割－MFAはなぜ延長される
のか－

昭和61 7605 営業の自由と輸入規制
昭和61 7606 ｶﾞｯﾄにおける補助金及び対抗措置についての一般的考察

5/7



小樽商科大学 卒業論文 （昭和61年度）

年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和61 7607 ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ　-各国における反ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ法の考察-
昭和61 7608 ｱﾒﾘｶ合衆国1974年通商法第201条－ｴｽｹｰﾌﾟ・ｸﾛｰｽﾞ－
昭和61 7609 領域主権に関する一考察
昭和61 7610 国際慣習法の成立要件に関する一考察
昭和61 7611 多数国間条約に対する留保
昭和61 7612 船舶の国籍に関する一考察
昭和61 7613 株主の外交的保護
昭和61 7614 国際連合への加入に関する諸問題
昭和61 7615 領域取得権原としての先占
昭和61 7616 個人の国籍と外交的保護
昭和61 7617 排他的経済水域の法的性質について
昭和61 7618 無害通航権の法的性質に関する一考察
昭和61 7619 労働時間法制における休憩時間について
昭和61 7620 年次有給休暇における現状と労基法改正に向けての諸問題
昭和61 7621 変形労働時間制の考察

昭和61 7622
サービス業の特殊性から生じる労働時間管理の実態とそれに対処する労
働時間法制との問題点について

昭和61 7623 週休二日制
昭和61 7624 雇用問題の現状と今後についての考察
昭和61 7625 深夜交替労働の立法論的課題
昭和61 7626 時間外労働とそれに伴う法制度の検討
昭和61 7627 労働時間の国際基準と欧米諸国及び日本の現状
昭和61 7628 男女雇用機会均等法
昭和61 7629 人材派遣業の将来展望
昭和61 7630 郵便小包集荷業務の分析
昭和61 7631 ｲﾍﾞﾝﾄのOR
昭和61 7632 ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ概論－その理論と実際－
昭和61 7633 論理型ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語Prologにおける知識の表現と利用について
昭和61 7634 知識表現について
昭和61 7635 思考ｹﾞｰﾑにおける戦略の考察
昭和61 7636 論理型言語におけるOR並行探索に関する考察
昭和61 7637 ｢日常性｣の考察
昭和61 7638 ﾆｭｰﾒﾃﾞｨｱの動向とそれによる産業構造の変化
昭和61 7639 経営管理と情報ｼｽﾃﾑ
昭和61 7640 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀによる教育改革
昭和61 7641 経営戦略論
昭和61 7642 日本におけるﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ産業の現状と課題
昭和61 7643 人間指向の情報ｼｽﾃﾑ論
昭和61 7644 環境適応を指向する経営戦略およびそのOA的展開
昭和61 7645 意思決定支援ｼｽﾃﾑ－有効な経営情報ｼｽﾃﾑの構築に向けて－
昭和61 7646 経営ｼｽﾃﾑの研究－POSｼｽﾃﾑとそれによる情報化戦略
昭和61 7647 企業組織について若干の考察－その活性化について－
昭和61 7648 ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ　ｺﾝﾄﾛｰﾙ　ｼｽﾃﾑ　-ｻｲﾊﾞﾈﾃｨｯｸ･ｵｰｶﾞﾆｾﾞｰｼｮﾝの基本的考察
昭和61 7649 ﾀﾞｲﾅﾓ･ｺﾝﾊﾟｲﾗの作成
昭和61 7650 人工知能の総括的研究
昭和61 7651 ＤＰによる配分問題と設備取替問題
昭和61 7652 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ｸﾞﾗﾌｨｯｸｽの基礎と自由曲線
昭和61 7653 RERTへの新たな接近法
昭和61 7654 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理の一手法-ﾗﾍﾞﾘﾝｸﾞ法によるCPM解法-
昭和61 7655 現代ｹﾞｰﾑ理論について
昭和61 7656 状態一空間探索法～Prologによるﾊﾟｽﾞﾙの解法～
昭和61 7657 ﾊﾟｿｺﾝｱﾆﾒｰｼｮﾝの基礎
昭和61 7658 待ち行列の基礎－M/M/I型とM/M/S型を中心として－
昭和61 7659 RSA公開鍵暗号－その算法と情報保護への応用－
昭和61 7660 AHP-階層化意思決定-について
昭和61 7661 輸送問題とその解法　-退化とその対策-
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昭和61 7662 LISP処理系における環境実現法
昭和61 7663 LISPにおける再帰の除去
昭和61 7664 Hemingway　and　Bullifight
昭和61 7665 Catholicism in a Portrait of the artist as a Young Man.
昭和61 7666 Tom Sawyer and the Wildness.
昭和61 7667 A Woman Wiew of Shakespeare; Dark Lady in the Sonnets
昭和61 7668 A Study of Songs Innocence and Experience
昭和61 7669 A Study of Percy Bysshe Shelley's Prometheus Unbound.
昭和61 7670 The Study of Kests' Five Odes in 1819
昭和61 7671 A Study of Wordsworth ; What Supported his Poetic Genius?
昭和61 7672 The Study of Keat's Sense of Beauty in "Lamia"
昭和61 7673 The Study of Byron;Nature,Humanity,and Love

昭和61 7674
The Acoustic Properties and the Production Mechanism of Touvunian
Double Voice Singing

昭和61 7675 A SPECTROGRAPHIC ANALYSIS OF ZYRYAN KOMI
昭和61 7676 Phonetic Analysis of Kamas Language with the Sound Spectyograph.
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